地域研修　振り返り
2009.11.30～12.3  滋賀医大　M5　H.O.

11月30日（月）

◆経験したこと
午前（8：00～12：00）
1 朝カンファレンス
2 ケアセンターいぶきについて教わる＆施設内を探索
3 診療所めぐり（近江診療所、姉川ダム、吉槻診療所など、猿に遭遇）
午後（13：00～16：40）
④地域および周辺の探索、理解を深める
　長浜市（長浜日赤病院、長浜市立病院、黒壁美術館など）、関ヶ原（古戦場跡、ウォーパーク関が原（閉鎖）、村木肉店）

· 印象に残ったこと
③→清水さんと診療所をまわらせて頂きましたが、来ている患者さんと知り合いな感じを受け、地域に密着しているんだなぁと痛感しました。また郷土愛に満ちていると感じられ地元に対する想いの強さが印象的でした。
④→鈴木先生といろいろまわらせてもらいました、色々おごっていただき有り難うございました。コロッケとカラアゲがうまかった。
長浜に最近来ていなかったので、とても勉強になりました、ここから長浜の病院はやっぱり遠い！

◆戸惑ったこと
長年、滋賀県で生きてきたので、逆に滋賀県を客観的にみれなくなった感があるようにおもいました。
· 疑問に思ったこと
介護保険などの医療行政をもっと勉強しなければいけないと思いました。
◆　今日の気持ち
僻地というより、むしろ家の近所もこんな感じなので親近感が沸きました。住民の方も優しくて佳い所だとしみじみしました。


· 次回の目標
明日からも本番。
12月1日（火）
◆　経験したこと
①午前（9：00～12：00）
入浴介護の実習
②午後（13：00～14：30）
リハビリテーションの見学　およびわらじ作り体験実習
· 印象に残ったこと
①→医学生は意外と看護師さんやPT,OTさんのような患者さんの介助の仕方（立ち上がらせ方や服の着脱などといった）を学ばないので、いざポリクリなどの実習に出てみると介助の方法がわからず戸惑うことが多いように思います
今日の実習では立ち上がりの介助の方法、座ってもらう方法や服（特にオムツ）の着脱が体験でき大変有意義でした、将来的にとても役にたつと感じられました。
　また　入浴されてきれいになって戻られる皆さんを見るととても嬉しい気分になりました。

②→リハビリのやり方はさすがにわかりませんでしたが、どのようなときにPTさん、OTさん、言語療法士さんを処方すればよいのか教えていただき、リハビリに対する理解が深まりました。
　わらじづくりをリハビリされている方に教えてもらいました、「わたしはもうできへんわー」といいつつもとても嬉しそうに教えてもらいまして楽しかったです。わらじづくりなんて全く知りませんでしたが、リハに来られるご老人の方々と共通の話題になって、まさに地域の特性だなぁと感じられました。
◆戸惑ったこと
コミュニケーションのとりづらい年配の方々に対して声かけなど　どのように意思疎通を図ったらよいか　ということでした。
1 耳の遠い方
大きな声をださないといけないけれど怒鳴っているように聞こえるのもイヤだなぁとなかなか大きな声が出せませんでした、自分でその加減を見つけないといけない、と思った次第
2 認知症の方
表情も読み取れないのでより難しいですね、
しかしながら不快とか怒っているとかでコミュニケーションがとれないわけではないことが感じられました。
学生実習とかで患者さんが無口であると、ぼくらはよく「怒っているんじゃないかも」と内心ビクビクしているので、なんだか今回で吹っ切れた感じです。
◆　今日の気持ち
医学以外の体験できよかったです、意外と医学生は医療で当たり前のことが出来ないんですよね。
· 次回の目標
在宅や出張診療所で医学がどのように役立っているのか、地域医療がどのようなものか見れるので楽しみです。
12月2日（水）

◆経験したこと

午前（8：00～12：00）：居宅

ニチイのホームページにて30分ほどケアマネの仕事について自習後、実習へ。

３軒（うち１件留守中）訪問し、相談と月初めの計画の確認。

その後、サービス担当者会議参加。

午後（13：15～16：30）

出張所外来@板並・大久保出張所

· 印象に残ったこと

午前

ケアマネージャーの仕事内容についてあまり理解していなかったので、大変勉強になりました。

まさに患者さんと医者や医療者の間を取り持つ仕事を担ってくれているのだと思いました。
訪問ではご家族さんが喜んで迎え入れてくれたり、大変頼りにしてくれている感じで、横にいるこちらも嬉しくなりました。

また、それとは対照的に会議の件では簡単に話が進むばかりではなく、患者さんと医療者側と考えが食い違うようなケースも見させてもらい、決して楽なことばかり、嬉しいことばかりではないと体験させてもらいました。


午後

診察に来られる方、皆さんがとても優しく心あたたまりました。大病院のような診療とはちょっと異なり、長年築いてきた患者さんとドクターとの繋がりや信頼関係が垣間見えて診療所という独特な雰囲気を見学させてもらい、非常に勉強になりました。

◆戸惑ったこと

診察をさせていただいたのですが、診察方法をもっとスムーズに的確に出来るようにしたいです。

◆疑問に思ったこと
介護保険などやケアマネージャーなど普段勉強出来ないことを体験できて非常に実りがあったように思います。

診療所のオーダーした薬は患者さんへどのような形で入手されるのか、聞き忘れました。

◆　今日の気持ち

思っていた以上に診療所のような医療も良いなぁ、と思いました。提供する医療を患者さんが喜んでくれるのを見ると、こちらも嬉しくなりました。長年されていると、良いことばかりではなく辛いことも多いとは思いますが、このような医療もあるのだと感慨深くありました。
また、ケアセンターの地域で果たしている役割が非常に大きいことが感じられたり、思っている以上に多くの人（特に高齢者）がillness（diseaseも）を患っていることを目の当たりにすることができました。

· 次回の目標

最終日も気を抜かずに吸収できることをたくさん吸収していきたいです。

12月3日（木）

· 経験したこと

午前（8：30～12：30）：老健実習@ホール

カンファレンス　　ショートステイの方の迎え入れ

認知症の方とお話させてもらいました（一時間半ほど）

午後（14：00～17：40）往診@各地　６件程

· 午前で印象に残ったこと＆戸惑ったこと

認知症の方と接する機会がいままであまり無かったので、今回の実習は戸惑いばかりでした。

長谷川式で数点台の方だとなにもできない植物状態、というイメージがあったのですが、カンファレンスの後の１０分ほど見学させてもらうと驚くほど日常動作をこなしておられコミュニケーションもとりやすくびっくりしました。

認知症でもこれだけ意思疎通が図れるのだと感心してショートステイの迎え入れにいきました、が、その後一時間半ほど一緒にお話させてもらうとやっぱり大変でした。

一番困ったことは同じ事を何度も聞きなおすことでした、「どこに住んでいるの？」「大学生さんか？」など他愛ない質問では良いのですが、ある方が「足の治療に来たのに　なんでこんなところにいなけりゃならんの？」と若干怒りながら質問され、なんど答えても繰り返され大変でした（繰り返すほどイライラされるし）。それに対して介護士さんが上手に対応され、怒りが収まったのは見ていて勉強になりました。

さらにその後、その方のイライラがうつったのか、周りの人達もイライラし始め、無口になるやら当り散らすやら・・・。集団になると別の問題も出てくるのだなぁと痛感しました。

認知症介護をたった一時間半ですが体験させていただきほんとうに勉強になりました。
◆午後、印象に残ったこと

往診を体験させていただきました、地域の方々に医療を提供して感謝されている姿を見て感動しました。

他のサービスの方だけでなく家族や地域の方々と協力して患者さんを支えているのだと印象に残りました。
◆　今日の気持ち

医学生は疾患の勉強ばかりで、車イスの移乗やおむつ交換など患者さんの身の回りの医療行為を学ぶ機会が少ないように思います。

　今回の実習ではコメディカルの仕事の実習が多く、学校では学べないことがたくさんあり、非常に勉強になりました。本当にありがとうございました。

　また、地域医療の最前線を体験させていただき、彦根市にもこのような施設があったらいいのになぁ、と思いました。

　滋賀医科大学でも退院後どのように地域連携をしているのか、調べてみたいです。
· 次回の目標

初期研修のプログラムなどで、またお世話になる事もあるかもしれないので、その時は宜しくお願いします。
